
岡安証券
～注目・外株銘柄～
（2019年4月）

【ハイテク主力】 アルファベット（GOOGL）

【ハイテク主力】 フェイスブック（FB）

【ハイテク主力】 アップル（AAPL）

【ハイテク主力】 ネットフリックス（NFLX）

【クラウド】 アマゾン・ドット・コム（AMZN）

【クラウド】 マイクロソフト（MSFT）

【クラウド】 サービスナウ（NOW）

【5G（通信）】 キーサイト・テクノロジーズ（KEYS）

【半導体】 エヌビディア（NVDA）

【半導体】 ザイリンクス（XLNX）

【半導体】 アナログ･デバイセズ（ADI）

【半導体】 ブロードコム（AVGO）

【電子部品】 コーニング（GLW）

【大手製薬】 メルク（MRK）

【フィンテック】 ビ ザ（V）

【フィンテック】 ペイパル・ホールディングス（PYPL）

【構造改革】 シスコシステムズ（CSCO）

【セキュリティ】 パロアルト・ネットワークス（PANW）

【防衛・宇宙】 ロッキード・マーティン（LMT）

【インフラ】 ユニオン・パシフィック（UNP）

【自動車】 ゼネラル・モーターズ（GM）

【自動車】 テスラ（TSLA）

【 米 国 市 場 ・ ２ ２ 銘 柄 掲 載 】
インターネット検索サービス世界最大手 －－－Ｐ1

世界最大のSNS運営会社 －－－Ｐ2

デジタルIT機器の設計・販売大手 －－－Ｐ3

動画配信サービス最大手 －－－Ｐ4

インターネット小売世界最大手 －－－Ｐ5

ソフトウェア世界最大手 －－－Ｐ6

内勤業務の効率化支援のソフトウェア企業 －－－Ｐ7

電子計測器の世界最大手 －－－Ｐ8

画像処理半導体（GPU）開発企業 －－－Ｐ9

PLDやFPGA半導体の大手 －－－Ｐ10

アナログ半導体の大手 －－－Ｐ11

通信用半導体大手 －－－Ｐ12

特殊ガラス、セラミック製品大手 －－－Ｐ13

米国製薬大手 －－－Ｐ14

クレジットカード決済サービス世界最大手 －－－Ｐ15

決済サービス大手 －－－Ｐ16

ネットワーク機器世界最大手 －－－Ｐ17

次世代ファイアウォール機器専業大手 －－－Ｐ18

防衛請負の世界最大手 －－－Ｐ19

米最大級の鉄道貨物輸送会社 －－－Ｐ20

自動運転車開発を急ぐ米自動車大手 －－－Ｐ21

新興系の電気自動車メーカー －－－Ｐ22

（株価データ、株価指標は現地19年3月28日時点）



投資に関する最終決定は、ご自身の判断でなさいますようにお願い申し上げます。本資料に記載された意見や予測等は、資料作成時点の当社の判断で、今後、予告なしに変更
されることがあります。株式は値動きのある商品であるため、元本を保証するものではありません。 1

岡安証券

アルファベット(GOOGL)

インターネット検索サービス世界最大手。ネット広告市場拡大の恩恵享受

ナスダック インターネットサービス

社 名 （テ ィ ッ カ ー） 上 場 市 場 セ ク タ ー

会 社 概 要

注 目 ポ イ ン ト

ﾈｯﾄ検索ｻｰﾋﾞｽ世界最大手「ｸﾞｰｸﾞﾙ」を傘下に置く持株会社。97年

にｻｰﾋﾞｽ開始、04年8月上場。検索広告が主要収入源。革新力で

定評があり、ﾓﾊﾞｲﾙ端末の無料基本ｿﾌﾄ「ｱﾝﾄﾞﾛｲﾄﾞ」は、同社の開

発。また自動運転車などを社内で育成中。またｱﾌﾟﾘ・ｺﾝﾃﾝﾂ販売

やｸﾛｰﾑﾌﾞｯｸ事業、ｸﾗｳﾄﾞ型ﾋﾞｼﾞﾈｽ向けｿﾌﾄなどの事業展開も。

本社はｶﾘﾌｫﾙﾆｱ州、従業員数は98,771人（18年12月末）。

□広告・広告外収入の双方が伸びる：18年第4四半期は前年同期比

22%増収。ﾓﾊﾞｲﾙ広告や動画ｻｲﾄ「ﾕｰﾁｭｰﾌﾞ」向け広告収入が好調、

有料ｸﾘｯｸ数は同66%伸びた（単価は下落）。またｸﾗｳﾄﾞやｱﾌﾟﾘ関連収

入に加え、自社開発のｽﾏﾎやAIｽﾋﾟｰｶｰ販売等が貢献して広告外の収

入は同31%増の65億ﾄﾞﾙとなり、ｸﾞｰｸﾞﾙ部門の売上の17%を占めた。

□AI音声ｻﾎﾟｰﾄが世界展開： ｽﾏﾎ内蔵のAI音声ｱｼｽﾀﾝﾄ「ｸﾞｰｸﾞﾙ・ｱ

ｼｽﾀﾝﾄ」は、現在80ｶ国30言語でｻｰﾋﾞｽ展開されている。

□自動運転の商用化へ：自動運転車の開発子会社「ｳｪｲﾓ」は、公道

試験の累計距離が100万ﾏｲﾙ（約1,600万ｷﾛ）を突破、他社を凌ぐ。

18年末にｱﾘｿﾞﾅ州ﾌｪﾆｯｸｽでﾛﾎﾞｯﾄﾀｸｼｰの有料ｻｰﾋﾞｽを開始した。 株 価 チ ャ ー ト （ 2015年以降・月足 ）

（会社資料等各種資料より岩井コスモ証券作成）

売上高 前同比 営業利益 前同比 当期利益 前同比 1株利益 配当
（百万㌦） （%） （百万㌦） （%） （百万㌦） （%） （ﾄﾞﾙ） （ﾄﾞﾙ）

2017/12 110,855 23 26,146 10 12,662 -35 18.00 0.00

2018/12 136,819 23 26,321 1 30,736 143 43.70 0.00

2017/Q4 32,323 ― 7,664 ― -3,020 ― -4.35 0.00

2018/Q4 39,276 22 8,203 7 8,948 黒転 12.77 0.00

通期業績

決算期

四半期業績

株　価（米ドル） 1172.27 ( ) 実績PER 27.0 （倍）

52週高値（日付） 1291.44 ( 18/07/27 ) 株価売上高比率 6.0 （倍）

52週安値（日付） 978.42 ( 18/12/24 ) PBR 4.6 （倍）

時　価　総　額 813,538 （単位：百万㌦） 税前配当利回り(%) 無配 （ 直近年率 ）

900,017 （単位：億円） 配当成長率(%) ― （ 過去1年間 ）

株価変化率（%） -2.9 （過去6ヶ月間） 18.6 （%）

13.0 （過去1年間） 株式ベータ 1.14 （ 対S&P500 ）

03/28

株価データ 株価指標（バリュエーション）

株主資本利益率(ROE)



投資に関する最終決定は、ご自身の判断でなさいますようにお願い申し上げます。本資料に記載された意見や予測等は、資料作成時点の当社の判断で、今後、予告なしに変更
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岡安証券

フェイスブック(FB)

23億人のユーザーを抱える世界最大のSNS運営会社

ナスダック インターネットサービス

社 名 （テ ィ ッ カ ー） 上 場 市 場 セ ク タ ー

会 社 概 要

注 目 ポ イ ン ト

世界最大のSNS運営会社。2004年設立、会員数（月間稼動）は全

世界で23.2億人（18年10-12月期）。ﾏｰｸ・ｻﾞｯｶｰﾊﾞｰｸﾞ氏が大学

在学時代に立ち上げ、ｻｸｾｽ・ｽﾄｰﾘｰは映画化された。収入構成の

99%が広告、1%が決済手数料などの広告外収入（前期実績）。対

話ｱﾌﾟﾘのﾜｯﾂｱｯﾌﾟを14年10月に買収。本社はｶﾘﾌｫﾙﾆｱ州ﾒﾝﾛｰ

ﾊﾟｰｸ、従業員数は35,587名（18年12月末）。

□18年3月後半に個人情報流用問題が浮上： 同社のﾕｰｻﾞｰ情報が

英国の大学→ｺﾝｻﾙ会社経由で流用され、米大統領選に利用され

た可能性が3月に浮上。18年12月には情報管理不備でﾜｼﾝﾄﾝDC

の司法長官から提訴された。制裁金ﾘｽｸが表面化した格好。

□第4四半期は30%増収、6%営業増益。収益鈍化も懸念払拭：18年

10‐12月期は前年同期比30%増収、同6%営業増益。米国外の広

告の強化や5～15秒の短時間動画の新広告が成長寄与。利用者

数はｱｼﾞｱで堅調な伸びが続く。北米は頭打ちながら、個人情報保

護規制等が響き、減少していた欧州の利用者数が増加に転じた。 株 価 チ ャ ー ト （ 2015年以降・月足 ）

（会社資料等各種資料より岩井コスモ証券作成）

売上高 前同比 営業利益 前同比 当期利益 前同比 1株利益 配当
（百万㌦） （%） （百万㌦） （%） （百万㌦） （%） （ﾄﾞﾙ） （ﾄﾞﾙ）

2017/12 40,653 47 20,203 63 15,920 56 5.39 0.00

2018/12 55,838 37 24,913 23 22,111 39 7.57 0.00

2017/Q4 12,972 ― 7,352 ― 4,266 ― 1.44 0.00

2018/Q4 16,914 30 7,820 6 6,882 61 2.38 0.00

決算期

四半期業績

通期業績

株　価（米ドル） 165.55 ( ) 実績PER 21.9 （倍）

52週高値（日付） 218.62 ( 18/07/25 ) 株価売上高比率 8.6 （倍）

52週安値（日付） 123.02 ( 18/12/24 ) PBR 5.6 （倍）

時　価　総　額 472,478 （単位：百万㌦） 税前配当利回り(%) 無配 （ 直近年率 ）

522,702 （単位：億円） 配当成長率(%) ― （ 過去1年間 ）

株価変化率（%） 0.7 （過去6ヶ月間） 27.9 （%）

3.6 （過去1年間） 株式ベータ 1.14 （ 対S&P500 ）

株価データ 株価指標（バリュエーション）

株主資本利益率(ROE)

03/28
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岡安証券

アップル(AAPL)

デジタルIT機器の設計・販売大手。収益の多様化を模索。株主還元を強化する方針

ナスダック IT機器

社 名 （テ ィ ッ カ ー） 上 場 市 場 セ ク タ ー

会 社 概 要

注 目 ポ イ ン ト

ｽﾏｰﾄﾌｫﾝ（ｽﾏﾎ）「ｱｲﾌｫｰﾝ」や、ﾀﾌﾞﾚｯﾄPC「ｱｲﾊﾟｯﾄﾞ」などﾃﾞｼﾞﾀﾙ

IT機器を設計・販売。1977年に設立。ｽﾃｨｰﾌﾞ･ｼﾞｮﾌﾞｽﾞ氏が1997

年に復帰し、次々と革新性のある製品投入、再興を果たす。2011

年のｼﾞｮﾌﾞｽﾞ氏没後は現ｸｯｸCEO体制へ、12年以降は大規模な

株主還元策を開始。独自の基本ｿﾌﾄ開発やｱﾌﾟﾘ販売等で他社と

一線を画す。15年3月、NYﾀﾞｳ工業株平均に採用された。

□「ﾊｰﾄﾞ」偏重から「ｻｰﾋﾞｽ」重視へ：同社は3月25日に開いた発表

会で、ｻﾌﾞｽｸﾘﾌﾟｼｮﾝ（継続課金）型のｻｰﾋﾞｽを広げると発表。既存

の音楽配信事業に加え、同日からﾆｭｰｽ、19年秋からは動画とｹﾞｰ

ﾑをそれぞれ定額で利用し放題とした。ｽﾏｰﾄﾌｫﾝ市場の飽和を受

け、「ｱｲﾌｫｰﾝ」を中心とするﾊｰﾄﾞｳｴｱの販売が伸び悩む中、ｻｰﾋﾞｽ

事業を強化して成長性を維持したい考えだ。

□2年3ヵ月ぶり減収決算： 18年10-12月期業績は前年同期比5%

減収、同11%営業減益。売上の6割強を占めたｱｲﾌｫｰﾝ売上が同

15%減少したことが響いた。他方、PC（ﾏｯｷﾝﾄｯｼｭ）やｱｲﾊﾟｯﾄﾞ、ｳｪ

ｱﾗﾌﾞﾙ端末の好調もあり、ｱｲﾌｫｰﾝ以外の売上は同19%伸びた。 株 価 チ ャ ー ト （ 2015年以降・月足 ）

（会社資料等各種資料より岩井コスモ証券作成）

売上高 前同比 営業利益 前同比 当期利益 前同比 1株利益 配当
（百万㌦） （%） （百万㌦） （%） （百万㌦） （%） （ﾄﾞﾙ） （ﾄﾞﾙ）

2017/09 229,234 6 61,344 2 48,351 6 9.21 2.40

2018/09 265,595 16 70,898 16 59,531 23 11.91 2.72

2018/Q1 88,293 ― 26,274 ― 20,065 ― 3.89 0.63

2019/Q1 84,310 -5 23,346 -11 19,965 -0 4.18 0.73

通期業績

決算期

四半期業績

株　価（米ドル） 188.72 ( ) 実績PER 15.5 （倍）

52週高値（日付） 233.47 ( 18/10/03 ) 株価売上高比率 3.5 （倍）

52週安値（日付） 142 ( 19/01/03 ) PBR 7.6 （倍）

時　価　総　額 889,868 （単位：百万㌦） 税前配当利回り(%) 1.55 （ 直近年率 ）

984,461 （単位：億円） 配当成長率(%) 15.9 （ 過去1年間 ）

株価変化率（%） -16.4 （過去6ヶ月間） 46.1 （%）

12.5 （過去1年間） 株式ベータ 1.02 （ 対S&P500 ）

03/28

株価データ 株価指標（バリュエーション）

株主資本利益率(ROE)



投資に関する最終決定は、ご自身の判断でなさいますようにお願い申し上げます。本資料に記載された意見や予測等は、資料作成時点の当社の判断で、今後、予告なしに変更
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岡安証券

ネットフリックス(NFLX)

米国の動画配信サービス最大手。オリジナル・コンテンツの充実で世界の加入者獲得を推進

ナスダック インターネットサービス

社 名 （テ ィ ッ カ ー） 上 場 市 場 セ ク タ ー

会 社 概 要

注 目 ポ イ ン ト

株 価 チ ャ ー ト （ 2015年以降・月足 ）

（会社資料等各種資料より岩井コスモ証券作成）

1997年創立。ｵﾝﾗｲﾝDVDﾚﾝﾀﾙと映画やTV番組のﾈｯﾄ配信（ｽﾄﾘｰ

ﾐﾝｸﾞ）を手掛ける。ﾈｯﾄ宅配DVDﾚﾝﾀﾙから始めたが、現在は動画

配信事業が主力。人気映画、ﾃﾚﾋﾞ番組を豊富に揃えるが、近年は

自社制作番組を強化中。現在の展開地域は190カ国超、有料加

入者数は米国が5,849万人、海外が8,077万人（18年12月末）、

18年度の世界加入者の月次収入は前期比9%増の10.31ﾄﾞﾙ。

□海外成長続く。ｵﾘｼﾞﾅﾙ作品充実：15年に日本市場に参入、16年

1月に展開地域を190ｶ国超に拡大（中国はｺﾝﾃﾝﾂ販売することで

現地企業と合意）。ｵﾘｼﾞﾅﾙﾄﾞﾗﾏやｺﾒﾃﾞｨｰ番組を強化中。第91回

ｱｶﾃﾞﾐｰ賞では、70年代のﾒｷｼｺを舞台にした同社のｵﾘｼﾞﾅﾙ映画

「ﾛｰﾏ」が、監督賞/撮影賞/外国語映画賞の3部門を獲得した。

□19年1月に米国値上げを発表：米国ではTV視聴時間全体の1割
をﾈｯﾄﾌﾘｯｸｽが占めるまで浸透。19年1月に米国での月額視聴料

の値上げを発表、値上げは17年11月以来。値上げ幅は13～18%

増、月額標準プランで10.99ﾄﾞﾙから12.99ﾄﾞﾙとなる。19年営業利

益率は前期の10%から13%に改善する見通しを前回決算で提示。

売上高 前同比 営業利益 前同比 当期利益 前同比 1株利益 配当
（百万㌦） （%） （百万㌦） （%） （百万㌦） （%） （ﾄﾞﾙ） （ﾄﾞﾙ）

2017/12 11,693 32 839 121 559 199 1.25 0.00

2018/12 15,794 35 1,605 91 1,211 117 2.68 0.00

2017/Q4 3,286 ― 245 ― 186 ― 0.41 0.000

2018/Q4 4,187 27 216 -12 134 -28 0.30 0.000

通期業績

決算期

四半期業績

株　価（米ドル） 354.61 ( ) 実績PER 132.3 （倍）

52週高値（日付） 423.15 ( 18/06/21 ) 株価売上高比率 9.8 （倍）

52週安値（日付） 231.32 ( 18/12/26 ) PBR 29.6 （倍）

時　価　総　額 154,822 （単位：百万㌦） 税前配当利回り(%) 無配 （ 直近年率 ）

171,280 （単位：億円） 配当成長率(%) ― （ 過去1年間 ）

株価変化率（%） -5.2 （過去6ヶ月間） 27.5 （%）

20.1 （過去1年間） 株式ベータ 1.50 （ 対S&P500 ）

03/28

株主資本利益率(ROE)

株価データ 株価指標（バリュエーション）



投資に関する最終決定は、ご自身の判断でなさいますようにお願い申し上げます。本資料に記載された意見や予測等は、資料作成時点の当社の判断で、今後、予告なしに変更
されることがあります。株式は値動きのある商品であるため、元本を保証するものではありません。 5

岡安証券

アマゾン・ドット・コム(AMZN)

インターネット小売世界最大手。ネット通販とクラウド受託サービス事業双方が成長

ナスダック インターネット小売

社 名 （テ ィ ッ カ ー） 上 場 市 場 セ ク タ ー

会 社 概 要

注 目 ポ イ ン ト

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ小売世界最大手。ｼﾞｪﾌ・ﾍﾞｿﾞｽ氏が設立、95年にｻｰﾋﾞｽ

開始。書籍中心の取扱いから急速に品揃えを拡充。電子書籍端末

「ｷﾝﾄﾞﾙﾌｧｲｱ」ｼﾘｰｽﾞ等を投入、新市場開拓に意欲的。世界で個

人有料（ﾌﾟﾗｲﾑ）会員は1億人を超え、動画や音楽の配信ｻｰﾋﾞｽを

提供、法人向けのﾃﾞｰﾀｾﾝﾀｰ利用ｻｰﾋﾞｽでも存在感が高い。近年は

AI家電のｽﾋﾟｰｶｰ型のｴｺｰが世界中でﾋｯﾄ。本社はﾜｼﾝﾄﾝ州ｼｱﾄﾙ。

株 価 チ ャ ー ト （ 2015年以降・月足 ）

□食品小売を強化、処方薬通販にも参入へ： 全米で米高級ｽｰﾊﾟｰを

展開するﾎｰﾙﾌｰｽﾞ・ﾏｰｹｯﾄを17年8月に取得し、18年に入り、ｱﾏｿﾞ

ﾝ会員向けに生鮮食料品の配送範囲を拡大中。9月に処方薬のﾈｯ

ﾄ通販を手掛けるﾋﾟﾙﾊﾟｯｸを買収、巨大な米医薬品販売市場に参

入する。18年度の日本地域の通販・ｸﾗｳﾄﾞ等の売上は前期比16%

増の138億ﾄﾞﾙ（約1.5兆円）と、世界全体の6%を占めた。

□ｸﾗｳﾄﾞ・ｲﾝﾌﾗ市場を主導： 企業・自治体向けのｸﾗｳﾄﾞ・ｲﾝﾌﾗ市

場で同社は世界最大手として規模を拡大させながら、市場を主導

する。同事業（AWS＝ｱﾏｿﾞﾝ・ｳｪﾌﾞ・ｻｰﾋﾞｽ）の営業利益は足下全

体の半分以上を占めるまで成長している。

（会社資料等各種資料より岩井コスモ証券作成）

売上高 前同比 営業利益 前同比 当期利益 前同比 1株利益 配当
（百万㌦） （%） （百万㌦） （%） （百万㌦） （%） （ﾄﾞﾙ） （ﾄﾞﾙ）

2017/12 177,866 31 4,106 -2 3,033 28 6.15 0.00

2018/12 232,887 31 12,421 203 10,073 232 20.14 0.00

2017/Q4 60,453 ― 2,127 ― 1,856 ― 3.75 0.00

2018/Q4 72,383 20 3,786 78 3,027 63 6.04 0.00

決算期

四半期業績

通期業績

株　価（米ドル） 1773.42 ( ) 実績PER 93.6 （倍）

52週高値（日付） 2050.49 ( 18/09/04 ) 株価売上高比率 3.7 （倍）

52週安値（日付） 1307 ( 18/12/24 ) PBR 20.0 （倍）

時　価　総　額 871,109 （単位：百万㌦） 税前配当利回り(%) 無配 （ 直近年率 ）

963,708 （単位：億円） 配当成長率(%) ― （ 過去1年間 ）

株価変化率（%） -11.5 （過去6ヶ月間） 28.3 （%）

22.5 （過去1年間） 株式ベータ 1.28 （ 対S&P500 ）

03/28

株価データ

株主資本利益率(ROE)

株価指標（バリュエーション）



投資に関する最終決定は、ご自身の判断でなさいますようにお願い申し上げます。本資料に記載された意見や予測等は、資料作成時点の当社の判断で、今後、予告なしに変更
されることがあります。株式は値動きのある商品であるため、元本を保証するものではありません。 6

岡安証券

マイクロソフト(MSFT)

ソフトウェア世界最大手。クラウド事業が好調

ナスダック ソフトウェア

社 名 （テ ィ ッ カ ー） 上 場 市 場 セ ク タ ー

会 社 概 要

注 目 ポ イ ン ト

ｿﾌﾄｳｪｱ世界最大手。1975年創業。80～90年代にｳｨﾝﾄﾞｳｽﾞ（OS：

基本ｿﾌﾄ）とｵﾌｨｽ（ﾜｰﾄﾞ、ｴｸｾﾙ等）で急成長。ほかｹﾞｰﾑやﾈｯﾄ広

告等も手掛け、企業から消費者向けまで幅広く事業を展開。2016

年12月にﾋﾞｼﾞﾈｽ向けSNSｻｲﾄの「ﾘﾝｸﾄｲﾝ」を買収。2014年に就任

したﾅﾃﾞﾗ新CEOのもと、ﾃﾞﾊﾞｲｽ･ｻｰﾋﾞｽ戦略から生産性やﾓﾊﾞｲﾙ、

ｸﾗｳﾄﾞを重視した経営に軸足を移している。

□ｸﾗｳﾄﾞ事業の拡大が奏功： 同社はｸﾗｳﾄﾞｲﾝﾌﾗ市場（IaaS）で首

位ｱﾏｿﾞﾝｳｪﾌﾞｻｰﾋﾞｽ（AWS）に次ぐ位置にあり、2強体制を構築。収

益性の改善のため、製品からｸﾗｳﾄﾞｻｰﾋﾞｽに収益構造を移行中。特

にﾜｰﾄﾞやｴｸｾﾙ等ｸﾗｳﾄﾞ版の「ｵﾌｨｽ365」や、ﾃﾞｰﾀ受託管理の「ｱｼﾞ

ｭｰﾙ」などが好調。18年10‐12月期では全部門で収益性が改善し、

営業利益率は前年同期の30.0%から31.6%に向上した。

□日本大手企業の「ｱｼﾞｭｰﾙ」の導入相次ぐ： ﾄﾞﾛｰﾝ計測等を活用

した工事支援ｻｰﾋﾞｽを提供するｺﾏﾂや、納入先の再生ﾀｲﾔの交換

時期をIoT技術で把握するﾌﾞﾘﾁﾞｽﾄﾝといった日本の大手企業のITｼ

ｽﾃﾑに「ｱｼﾞｭｰﾙ」が採用されている。 株 価 チ ャ ー ト （ 2015年以降・月足 ）

（会社資料等各種資料より岩井コスモ証券作成）

売上高 前同比 営業利益 前同比 当期利益 前同比 1株利益 配当
（百万㌦） （%） （百万㌦） （%） （百万㌦） （%） （ﾄﾞﾙ） （ﾄﾞﾙ）

2017/06 96,571 6 29,025 11 25,489 24 3.25 1.56

2018/06 110,360 14 35,058 21 16,571 -35 2.13 1.68

2018/Q2 28,918 ― 8,679 ― -6,302 ― -0.82 0.42

2019/Q2 32,471 12 10,258 18 8,420 黒転 1.08 0.46

四半期業績

通期業績

決算期株　価（米ドル） 116.93 ( ) 実績PER 28.7 （倍）

52週高値（日付） 120.82 ( 19/03/21 ) 株価売上高比率 7.6 （倍）

52週安値（日付） 87.51 ( 18/04/02 ) PBR 9.8 （倍）

時　価　総　額 897,112 （単位：百万㌦） 税前配当利回り(%) 1.57 （ 直近年率 ）

992,475 （単位：億円） 配当成長率(%) 8.6 （ 過去1年間 ）

株価変化率（%） 2.2 （過去6ヶ月間） 39.3 （%）

28.1 （過去1年間） 株式ベータ 1.05 （ 対S&P500 ）

株価データ 株価指標（バリュエーション）

株主資本利益率(ROE)

03/28



投資に関する最終決定は、ご自身の判断でなさいますようにお願い申し上げます。本資料に記載された意見や予測等は、資料作成時点の当社の判断で、今後、予告なしに変更
されることがあります。株式は値動きのある商品であるため、元本を保証するものではありません。 7

岡安証券

サービスナウ (NOW)

導入企業の内勤業務の効率化・費用削減に貢献し高成長する企業

ニューヨーク ソフトウェア

社 名 （テ ィ ッ カ ー） 上 場 市 場 セ ク タ ー

会 社 概 要

注 目 ポ イ ン ト

米ｸﾗｳﾄﾞ専業のｿﾌﾄｳｪｱ企業。企業向けの社内ﾜｰｸﾌﾛｰの自動化、

業務ﾌﾟﾛｾｽの標準化を行う、社名と同じ「ｻｰﾋﾞｽﾅｳ」というｿﾌﾄｳｪｱ

をｸﾗｳﾄﾞ形式で販売、採用企業も世界で拡大中。2004年設立、12

年6月にﾆｭｰﾖｰｸ上場。地域別売上高（前期実績）は北米66%、欧

州25%、ｱｼﾞｱ･太平洋が9%。本社はｶﾘﾌｫﾙﾆｱ州ｻﾝﾀｸﾗﾗ、従業

員数は8,154名（18年末）。

□日本の大手も採用する社内効率化ｸﾗｳﾄﾞ： 主力の業務効率改善

ｿﾌﾄ「ﾜｰｸﾌﾛｰｸﾗｳﾄﾞ」を中心に販売、社内ﾜｰｸﾌﾛｰの自動化を通じて

社内の部所間のやり取りの遅滞や情報共有上の課題を解決し、より

効率的な業務の遂行が可能となる。ｸﾗｳﾄﾞのﾒﾘｯﾄを活かし、初期投

資負担が軽く、経費節減と社内の効率化が同時に図られ、ﾊﾟﾅｿﾆｯ

ｸ、ﾔﾝﾏｰ、NTTﾃﾞｰﾀなど、日本大手企業の導入実績がある。

□契約企業数5,400社突破： 最近は上記ｿﾌﾄ以外に、人事や顧客

支援分野等のｿﾌﾄも提供、製品ﾗｲﾝﾅｯﾌﾟを拡充している。契約顧

客数は全世界で5,400社を超え、同社は米ﾌｫｰﾌﾞｽﾞ誌の『2018年

の世界で最も革新性のある企業』にも選ばれた。 株 価 チ ャ ー ト （ 2014年以降・月足 ）

（会社資料等各種資料より岩井コスモ証券作成）

売上高 前同比 営業利益 前同比 当期利益 前同比 1株利益 配当
（百万㌦） （%） （百万㌦） （%） （百万㌦） （%） （ﾄﾞﾙ） （ﾄﾞﾙ）

2017/12 1,918 38 -64 赤継 -117 赤継 -0.68 0.00

2018/12 2,609 36 -42 赤継 -27 赤継 -0.15 0.00

2017/Q4 549 ― -0.9 ― -17 ― -0.10 0.00

2018/Q4 715 30 0.3 黒転 7 黒転 0.04 0.00

通期業績

決算期

四半期業績

株　価（米ドル） 243.33 ( ) 実績PER N/A （倍）

52週高値（日付） 251.6 ( 19/03/21 ) 株価売上高比率 16.6 （倍）

52週安値（日付） 148.54 ( 18/11/20 ) PBR 39.5 （倍）

時　価　総　額 43,921 （単位：百万㌦） 税前配当利回り(%) 無配 （ 直近年率 ）

48,590 （単位：億円） 配当成長率(%) ― （ 過去1年間 ）

株価変化率（%） 24.4 （過去6ヶ月間） -2.8 （%）

47.1 （過去1年間） 株式ベータ 1.19 （ 対S&P500 ）

株主資本利益率(ROE)

株価データ 株価指標（バリュエーション）

03/28



投資に関する最終決定は、ご自身の判断でなさいますようにお願い申し上げます。本資料に記載された意見や予測等は、資料作成時点の当社の判断で、今後、予告なしに変更
されることがあります。株式は値動きのある商品であるため、元本を保証するものではありません。 8

岡安証券

キーサイト・テクノロジーズ(KEYS)

電子計測機器の世界最大手。次世代通信5G投資の恩恵を享受

ニューヨーク

社 名 （テ ィ ッ カ ー） 上 場 市 場 セ ク タ ー

会 社 概 要

注 目 ポ イ ン ト

電子計測器の世界最大手。14年に総合分析機器のｱｼﾞﾚﾝﾄ･ﾃｸﾉﾛ

ｼﾞｰｽﾞから分離独立。ｱｼﾞﾚﾝﾄ･ﾃｸﾉﾛｼﾞｰｽﾞ自体も1999年にﾋｭｰﾚｯﾄ･

ﾊﾟｯｶｰﾄﾞから分離独立しており、名門の流れを受け継ぐ。豊富な人

材と技術を武器に電子計測機器の販売や専門性の高いｺﾝｻﾙ･ｻｰ

ﾋﾞｽを提供。17年にｿﾌﾄｳｪｱの検査･評価に強みを持つｲｸｼｱ社を

買収し業容の拡大を図る。従業員数は約12,900名（18年10月）。

□5G時代の恩恵を享受： 売上の約3割強を占める通信分野向け事

業は、通信事業者向けに様々な通信計測機器の販売やｺﾝｻﾙﾃｨﾝ

ｸﾞ業務を展開。19年度第1四半期（18年11-1月）決算では、同事

業を含む通信ｿﾘｭｰｼｮﾝ部門の売上高は前年同期比25％増、営業

利益は同2.2倍と好調。5Gの研究開発需要などに支えられ、北米、

欧州、ｱｼﾞｱ太平洋の全地域で2桁の増収と力強い成長を遂げた。

□計測器の世界的なｶﾞﾘﾊﾞｰ： 通信分野での世界ｼｪｱは25%（同社

推定）で世界ﾄｯﾌﾟ。ｷｰｻｲﾄはNTTﾄﾞｺﾓ、ｿﾌﾄﾊﾞﾝｸや韓国ｻﾑｽﾝ電子

などの世界中の企業と提携、協業を加速させている。

8

（会社資料等各種資料より岩井コスモ証券作成）

測定機器

株 価 チ ャ ー ト （ 2015年以降・月足 ）

売上高 前同比 営業利益 前同比 当期利益 前同比 1株利益 配当
（百万㌦） （%） （百万㌦） （%） （百万㌦） （%） （ﾄﾞﾙ） （ﾄﾞﾙ）

2017/10 3,189 9 239 -41 102 -70 0.56 0.00

2018/10 3,878 22 -346 赤転 165 62 0.86 0.00

2018/Q1 837 ― -17 ― 94 ― 0.50 0.00

2019/Q1 1,006 20 121 黒転 114 21 0.60 0.00

通期業績

決算期

四半期業績

株　価（米ドル） 86.51 ( ) 実績PER 19.8 （倍）

52週高値（日付） 88.09 ( 19/03/22 ) 株価売上高比率 4.0 （倍）

52週安値（日付） 50.27 ( 18/04/06 ) PBR 6.3 （倍）

時　価　総　額 16,263 （単位：百万㌦） 税前配当利回り(%) 無配 （ 直近年率 ）

17,992 （単位：億円） 配当成長率(%) ― （ 過去1年間 ）

株価変化率（%） 30.5 （過去6ヶ月間） 7.2 （%）

65.1 （過去1年間） 株式ベータ 1.12 （ 対S&P500 ）

株主資本利益率(ROE)

株価データ 株価指標（バリュエーション）

03/28



投資に関する最終決定は、ご自身の判断でなさいますようにお願い申し上げます。本資料に記載された意見や予測等は、資料作成時点の当社の判断で、今後、予告なしに変更
されることがあります。株式は値動きのある商品であるため、元本を保証するものではありません。 9

岡安証券

エヌビディア(NVDA)

「人工知能（AI）」、「自動運転」の新市場に半導体を供給

ナスダック 半導体開発

社 名 （テ ィ ッ カ ー） 上 場 市 場 セ ク タ ー

会 社 概 要

注 目 ポ イ ン ト

1993年設立の米国の半導体ﾒｰｶｰ。ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｰのｸﾞﾗﾌｨｯｸｽ処理や

演算処理の高速化を主な目的とするGPU(画像処理半導体)を設計

・開発する。自社で製造を行なわないﾌｧﾌﾞﾚｽﾒｰｶｰで台湾ｾﾐｺﾝﾀﾞｸ

ﾀｰや韓国ｻﾑｽﾝ電子に製造を委託。用途別売上構成はｹﾞｰﾑ市場

向けが53%、視覚化技術に関するﾌﾟﾛ向けが10%、AI含むﾃﾞｰﾀｾﾝﾀｰ

向けが25%、自動車向けが5%、OEM&IPが7%（19年1月期）。

□「ＡＩ」の計算処理に同社GPUが活躍： ＩＢＭやｱﾏｿﾞﾝ、ﾏｲｸﾛｿﾌﾄ、

ｱﾙﾌｧﾍﾞｯﾄなどのＩＴ大手各社は「深層学習（自ら学ぶ）」といった新

技術を用いた人工知能の計算処理に同社半導体を利用している。

□ｹﾞｰﾑ向けと仮想通貨向けが低調、成長減速へ：18年10月‐1月期

に入り売上の約半分を稼ぐｹﾞｰﾑ市場向けGPUが需給悪化で急速に

悪化、好調を維持してきたﾃﾞｰﾀｾﾝﾀｰ向けも慎重な顧客の投資姿

勢で成長鈍化。仮想通貨向けのﾏｲﾆﾝｸﾞ用GPU需要の減退、中国

のﾏｸﾛ景気の悪化も不振の背景とした。続く19年2‐4月期は、大幅

減収見通しながらｹﾞｰﾑ向けの市場の底打ちを示唆。20年1月通期

の売上高は前期比横ばいから小幅減と、会社側は回復を見込む。

（会社資料等各種資料より岩井コスモ証券作成）

株 価 チ ャ ー ト （ 2015年以降・月足 ）

売上高 前同比 営業利益 前同比 当期利益 前同比 1株利益 配当
（百万㌦） （%） （百万㌦） （%） （百万㌦） （%） （ﾄﾞﾙ） （ﾄﾞﾙ）

2018/01 9,714 41 3,210 66 3,047 83 4.82 0.57

2019/01 11,716 21 3,804 19 4,141 36 6.63 0.61

2018/Q4 2,911 ― 1,073 ― 1,118 ― 1.78 0.15

2019/Q4 2,205 -24 294 -73 567 -49 0.92 0.16

四半期業績

通期業績

決算期株　価（米ドル） 177.25 ( ) 実績PER 29.2 （倍）

52週高値（日付） 292.75 ( 18/10/02 ) 株価売上高比率 9.2 （倍）

52週安値（日付） 124.48 ( 18/12/26 ) PBR 11.5 （倍）

時　価　総　額 107,414 （単位：百万㌦） 税前配当利回り(%) 0.36 （ 直近年率 ）

118,832 （単位：億円） 配当成長率(%) 6.9 （ 過去1年間 ）

株価変化率（%） -36.9 （過去6ヶ月間） 49.3 （%）

-23.5 （過去1年間） 株式ベータ 1.59 （ 対S&P500 ）

株価データ 株価指標（バリュエーション）

株主資本利益率(ROE)

03/28



投資に関する最終決定は、ご自身の判断でなさいますようにお願い申し上げます。本資料に記載された意見や予測等は、資料作成時点の当社の判断で、今後、予告なしに変更
されることがあります。株式は値動きのある商品であるため、元本を保証するものではありません。 10

岡安証券

ザイリンクス(XLNX)

ソフトウェアにより回路を変更することができる半導体の大手。データセンターや５G関連の恩恵享受

ナスダック 半導体製造

社 名 （テ ィ ッ カ ー） 上 場 市 場 セ ク タ ー

会 社 概 要

注 目 ポ イ ン ト

ﾕｰｻﾞｰ自身が論理回路をｿﾌﾄｳｪｱで設定することが可能なﾛｼﾞｯｸ

LSI（大規模集積回路）であるPLD（ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ可能論理ﾃﾞﾊﾞｲｽ）の大

手。PLDの中でも機器に組み込まれた状態で回路変更が可能な

FPGAの最大手。生産は主に台湾TSMCに委託し、自社生産設備を

もたないﾌｧﾌﾞﾚｽﾒｰｶｰ。1984年創業、本社はｶﾘﾌｫﾙﾆｱ州、従業

員数は4,014名（18年3月末時点）。

□ﾃﾞｰﾀｾﾝﾀｰや5G関連の恩恵を享受： PLD半導体は、回路が固

定されてない大規模集積回路であり、ｿﾌﾄｳｪｱにより回路を何度も

変更することができる特長を持つ。ﾈｯﾄﾜｰｸ機器や携帯電話の基地

局等を中心とした通信機器向けやﾃﾞｼﾞﾀﾙ家電の試作品向け等に

広く使われてきた。近年はIT大手が運用するﾃﾞｰﾀｾﾝﾀｰの計算処理

にもPLDの一種であるFPGAが採用され、用途が拡大中。

□今19年3月期は2割増収見込み： 前回決算にて19年3月期の売

上高見通しを上方修正し、前期比23～24%増の30.5～30.7億ﾄﾞﾙ

とした。10-12月期の通信向け売上高は同4割増となり、前四半期

から伸びが加速、5G通信ｲﾝﾌﾗ投資の恩恵を受け始めた。

（会社資料等各種資料より岩井コスモ証券作成）

株 価 チ ャ ー ト （ 2015年以降・月足 ）

売上高 前同比 営業利益 前同比 当期利益 前同比 1株利益 配当
（百万㌦） （%） （百万㌦） （%） （百万㌦） （%） （ﾄﾞﾙ） （ﾄﾞﾙ）

2017/03 2,349 6 699 4 623 13 2.32 1.32

2018/03 2,539 8 745 7 512 -18 1.99 1.40

2018/Q3 599 ― 161 ― -12 ― -0.05 0.35

2019/Q3 800 34 258 60 239 黒転 0.93 0.36

通期業績

決算期

四半期業績

株　価（米ドル） 126.57 ( ) 実績PER 38.9 （倍）

52週高値（日付） 130.55 ( 19/03/21 ) 株価売上高比率 11.0 （倍）

52週安値（日付） 62.54 ( 18/04/25 ) PBR 12.2 （倍）

時　価　総　額 32,043 （単位：百万㌦） 税前配当利回り(%) 1.14 （ 直近年率 ）

35,449 （単位：億円） 配当成長率(%) 2.9 （ 過去1年間 ）

株価変化率（%） 57.9 （過去6ヶ月間） 32.4 （%）

75.2 （過去1年間） 株式ベータ 1.00 （ 対S&P500 ）

株主資本利益率(ROE)

株価データ 株価指標（バリュエーション）

03/28
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岡安証券

アナログ・デバイセズ(ADI)

アナログ半導体の大手。5G通信アンテナ向けの特需と、デジタルとの架け橋となる半導体需要増に期待

ナスダック 半導体製造

社 名 （テ ィ ッ カ ー） 上 場 市 場 セ ク タ ー

会 社 概 要

注 目 ポ イ ン ト

光や音声等などの動きや変化を電気的なﾃﾞｼﾞﾀﾙ信号に変換する

ｱﾅﾛｸﾞ半導体や、電圧を制御し省ｴﾈに貢献するﾊﾟﾜｰ半導体等を

手がける。1965年創業、2017年3月にﾊﾟﾜｰ半導体に強い米ﾘﾆｱ･

ﾃｸﾉﾛｼﾞｰを買収。ｱﾅﾛｸﾞ半導体業界で米ﾃｷｻｽ･ｲﾝｽﾂﾙﾒﾝﾂに

次ぐ2位企業に。納入先の最終市場比率（前期）は、産業部門が

50%、自動車16%、民生部門14%、通信20%。

□5G通信ｲﾝﾌﾗ整備が始まり、通信分野が大幅増収：通信部門は携

帯基地局や固定通信ﾈｯﾄﾜｰｸ機器、ﾌﾞﾛｰﾄﾞﾊﾞﾝﾄﾞ接続装置向けに、

ｱﾅﾛｸﾞとﾃﾞｼﾞﾀﾙ信号を相互に変換する半導体を供給。18年11月

‐1月期は通信部門売上が前年同期比34%増と大幅な伸び。4G更

新需要や5Gの初期導入需要、また固定回線の光通信需要の高ま

りも追い風に。特に5G用の大容量の通信ｱﾝﾃﾅ搭載の半導体に強

い需要があったとした。

□ﾃﾞｼﾞﾀﾙ社会の架け橋となる半導体： あらゆるﾓﾉがﾈｯﾄにつながる

「IoT」社会に移行する際に、各種のｲﾝﾌﾗや工場設備、生活のﾘｱﾙ

なﾃﾞｰﾀ収集が必要となり、ｱﾅﾛｸﾞ半導体の需要拡大は続く公算。

（会社資料等各種資料より岩井コスモ証券作成）

株 価 チ ャ ー ト （ 2015年以降・月足 ）

売上高 前同比 営業利益 前同比 当期利益 前同比 1株利益 配当
（百万㌦） （%） （百万㌦） （%） （百万㌦） （%） （ﾄﾞﾙ） （ﾄﾞﾙ）

2017/10 5,108 49 1,055 3 727 -16 2.07 1.77

2018/10 6,201 21 1,882 78 1,495 106 3.97 1.89

2018/Q1 1,567 ― 442 ― 293 ― 0.78 0.45

2019/Q1 1,541 -2 456 3 355 21 0.95 0.48

通期業績

決算期

四半期業績

株　価（米ドル） 104.07 ( ) 実績PER 17.7 （倍）

52週高値（日付） 111.11 ( 19/03/21 ) 株価売上高比率 6.2 （倍）

52週安値（日付） 76.9 ( 18/10/26 ) PBR 3.3 （倍）

時　価　総　額 38,330 （単位：百万㌦） 税前配当利回り(%) 2.08 （ 直近年率 ）

42,405 （単位：億円） 配当成長率(%) 8.2 （ 過去1年間 ）

株価変化率（%） 12.6 （過去6ヶ月間） 14.4 （%）

14.2 （過去1年間） 株式ベータ 1.05 （ 対S&P500 ）

株主資本利益率(ROE)

株価データ 株価指標（バリュエーション）

03/28



投資に関する最終決定は、ご自身の判断でなさいますようにお願い申し上げます。本資料に記載された意見や予測等は、資料作成時点の当社の判断で、今後、予告なしに変更
されることがあります。株式は値動きのある商品であるため、元本を保証するものではありません。 12

岡安証券

ブロードコム(AVGO)

アップルの有力サプライヤー。IoT（モノのインターネット）拡大の恩恵享受

ナスダック 半導体

社 名 （テ ィ ッ カ ー） 上 場 市 場 セ ク タ ー

会 社 概 要

注 目 ポ イ ン ト

半導体製造大手。16年2月にｱﾊﾞｺﾞ･ﾃｸﾉﾛｼﾞｰｽﾞが旧ﾌﾞﾛｰﾄﾞｺﾑを買

収してできた新会社。買収を通じて無線から有線まで通信分野で

最も多品種の半導体を手掛ける。中核技術はﾌﾞﾛｰﾄﾞﾊﾞﾝﾄﾞﾓﾃﾞﾑや

WiFi/Bluetooth/GPU、ﾈｯﾄﾜｰｸ機器搭載の半導体など。18年11月

に企業の基幹ｼｽﾃﾑ開発用ｿﾌﾄｳｪｱのCAﾃｸﾉﾛｼﾞｰｽﾞを買収。半導

体事業が売上全体の4分3、ｿﾌﾄｳｪｱが4分1の収益構造となった。

□「IoT（ﾓﾉのｲﾝﾀｰﾈｯﾄ化）」や「5Gｽﾏﾎ」の恩恵享受： 5G対応の短

距離無線通信のWi-Fiやﾌﾞﾙｰﾄｩｰｽ関連半導体を充実化。あらゆる

ﾓﾉがﾈｯﾄに接続するIoT時代となり、大規模ﾃﾞｰﾀｾﾝﾀｰのﾈｯﾄﾜｰｸ機

器向けの汎用ASIC（特定用途集積回路）等を中心に同社の高性能

半導体の需要拡大が期待される。

□18年11-1月期業績ではﾈｯﾄﾜｰｸ機器向けが2桁成長： 前四半期

業績ではｱｯﾌﾟﾙ等のｽﾏﾎ向けの半導体が低調だったものの、ﾈｯﾄﾜ

ｰｸ機器向けが2桁成長だった。CAの買収効果を含めた今19年10

月期の売上高は前期比18%増収を見込む。株主還元に積極的で

18年12月には51%増配（四半期配当1.75→2.65ﾄﾞﾙ）を発表した。

（会社資料等各種資料より岩井コスモ証券作成）

株 価 チ ャ ー ト （ 2015年以降・月足 ）

売上高 前同比 営業利益 前同比 当期利益 前同比 1株利益 配当
（百万㌦） （%） （百万㌦） （%） （百万㌦） （%） （ﾄﾞﾙ） （ﾄﾞﾙ）

2017/10 17,636 33 2,383 黒転 1,692 黒転 4.02 4.08

2018/10 20,848 18 5,135 115 12,259 625 28.44 7.00

2018/Q1 5,327 ― 943 ― 6,230 ― 14.62 1.75

2019/Q1 5,789 9 555 -41 471 -92 1.12 2.65

通期業績

決算期

四半期業績

株　価（米ドル） 299.07 ( ) 実績PER 25.8 （倍）

52週高値（日付） 303.3 ( 19/03/28 ) 株価売上高比率 5.8 （倍）

52週安値（日付） 197.5 ( 18/07/12 ) PBR 5.1 （倍）

時　価　総　額 118,386 （単位：百万㌦） 税前配当利回り(%) 3.54 （ 直近年率 ）

130,970 （単位：億円） 配当成長率(%) 58.8 （ 過去1年間 ）

株価変化率（%） 21.2 （過去6ヶ月間） 26.5 （%）

26.9 （過去1年間） 株式ベータ 0.92 （ 対S&P500 ）

03/28

株主資本利益率(ROE)

株価データ 株価指標（バリュエーション）
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岡安証券

コーニング(GLW)

特殊ガラスメーカー。5G時代に光ファイバー需要と、スマホの筐体（ボディ）のガラス化の恩恵に期待

ニューヨーク 電子部品

社 名 （テ ィ ッ カ ー） 上 場 市 場 セ ク タ ー

会 社 概 要

注 目 ポ イ ン ト

1851年創業の老舗特殊ｶﾞﾗｽやｾﾗﾐｯｸ製品ﾒｰｶｰ。新素材を研究

開発し、様々な産業に供給する。液晶ﾃﾚﾋﾞ用ｶﾞﾗｽ基板や、光ﾌｧｲ

ﾊﾞｰ、排ｶﾞｽ除去ﾌｨﾙﾀ等のｾﾗﾐｯｸ製品、ｽﾏﾎやﾀﾌﾞﾚｯﾄPC用のｶﾞﾗ

ｽ｢ｺﾞﾘﾗｶﾞﾗｽ｣は代表的製品。地域別売上高構成比（18年度）は、

米州が34%、ｱｼﾞｱ太平洋が50%、欧州が12%、その他が3%。本社

はﾆｭｰﾖｰｸ、従業員数は全世界で約51,500名（18年末）。

□5G時代に超高速の固定回線（光ﾌｧｲﾊﾞｰ）も必要：次世代通信規

格5Gの導入により無線通信網の超高速化が進むのと同時進行で、

固定通信網でも通信速度の向上が求められており、超高速･大容量

化した新しい光ﾌｧｲﾊﾞｰの需要の盛り上がりが想定される。

□電波を通しやすい素材としてｶﾞﾗｽが注目： 5G対応のｽﾏﾎの筐体

（きょうたい）のｶﾞﾗｽ採用の期待がある。ｱﾙﾐ等の金属素材では電

波を通しづらく、より通しやすい素材としてｶﾞﾗｽやﾌﾟﾗｽﾁｯｸが注目さ

れている。またｺｰﾄﾞ不要で充電ができる「無線給電」にも適し、4Gの

高価格帯ｽﾏﾎの一部には背面ｶﾞﾗｽが採用されている。

（会社資料等各種資料より岩井コスモ証券作成）

株 価 チ ャ ー ト （ 2015年以降・月足 ）

売上高 前同比 営業利益 前同比 当期利益 前同比 1株利益 配当
（百万㌦） （%） （百万㌦） （%） （百万㌦） （%） （ﾄﾞﾙ） （ﾄﾞﾙ）

2017/12 10,116 8 1,608 13 -497 赤転 -0.66 0.620

2018/12 11,290 12 1,575 -2 1,066 黒転 1.13 0.720

2017/Q4 2,637 ― 368 ― -1,412 ― -1.66 0.155

2018/Q4 3,035 15 464 26 292 黒転 0.32 0.180

通期業績

決算期

四半期業績

株　価（米ドル） 32.9 ( ) 実績PER 19.8 （倍）

52週高値（日付） 36.56 ( 18/09/21 ) 株価売上高比率 2.4 （倍）

52週安値（日付） 26.11 ( 18/05/03 ) PBR 2.3 （倍）

時　価　総　額 25,834 （単位：百万㌦） 税前配当利回り(%) 2.43 （ 直近年率 ）

28,580 （単位：億円） 配当成長率(%) 14.7 （ 過去1年間 ）

株価変化率（%） -6.8 （過去6ヶ月間） 7.8 （%）

18.0 （過去1年間） 株式ベータ 1.13 （ 対S&P500 ）

03/28

株主資本利益率(ROE)

株価データ 株価指標（バリュエーション）



投資に関する最終決定は、ご自身の判断でなさいますようにお願い申し上げます。本資料に記載された意見や予測等は、資料作成時点の当社の判断で、今後、予告なしに変更
されることがあります。株式は値動きのある商品であるため、元本を保証するものではありません。 14

岡安証券

メルク(MRK)

米製薬大手。がん免疫療法薬「キイトルーダ」が好調

ニューヨーク 大手製薬

社 名 （テ ィ ッ カ ー） 上 場 市 場 セ ク タ ー

会 社 概 要

注 目 ポ イ ン ト

米国医薬品売上高規模でﾌｧｲｻﾞｰに次ぐ大手製薬会社。医療用医

薬品、ﾜｸﾁﾝ、動物薬など世界140カ国以上の地域で展開。ﾄﾞｲﾂの

ﾒﾙｸ社の米国事業を第一次大戦時に接収･独立して設立。北米以

外ではMSDの商号で統一。日本では2004年に萬有製薬を買収･子

会社化。09年に米ｼｪﾘﾝｸﾞ･ﾌﾟﾗｳを買収。2014年に非中核事業とし

て大衆薬部門を独ﾊﾞｲｴﾙに売却。NYﾀﾞｳ工業株平均構成銘柄。

□がん免疫療法薬「ｷｲﾄﾙｰﾀﾞ」で脚光：2014年発売開始の「ｷｲﾄﾙｰ

ﾀﾞ」は体に備わる免疫の仕組みを使いがんをたたく新しい薬で小野

薬品の「ｵﾌﾟｼﾞｰﾎﾞ」のﾗｲﾊﾞﾙ薬。日本では悪性黒色腫や非小細胞

肺がん等向けに承認され、中国でも2018年後半に承認を受けた。

□「ｷｲﾄﾙｰﾀﾞ」の躍進が業績成長に貢献：18年度の「ｷｲﾄﾙｰﾀﾞ」の売

上は前期比約9割増の71.7億ﾄﾞﾙと売上高の17%を占め、業績を牽

引。既存薬の併用療法も含めた進行中の治験数は900を超える。

同薬の特許喪失は欧米が2028年、日本が2032年と先にあり、同

薬は様々ながんへの適応拡大と共に今後も成長する期待がある。

14

（会社資料等各種資料より岩井コスモ証券作成）

株 価 チ ャ ー ト （ 2015年以降・月足 ）

売上高 前同比 税引前利益 前同比 当期利益 前同比 1株利益 配当
（百万㌦） （%） （百万㌦） （%） （百万㌦） （%） （ﾄﾞﾙ） （ﾄﾞﾙ）

2017/12 40,122 1 6,521 40 2,394 -39 0.87 1.89

2018/12 42,294 5 8,701 33 6,220 160 2.32 1.99

2017/Q4 10,433 ― 1,879 ― -1,038 ― -0.39 0.48

2018/Q4 10,998 5 2,604 39 1,827 黒転 0.69 0.55

通期業績

決算期

四半期業績

株　価（米ドル） 82.63 ( ) 実績PER 18.8 （倍）

52週高値（日付） 83.44 ( 19/03/22 ) 株価売上高比率 5.2 （倍）

52週安値（日付） 52.83 ( 18/04/03 ) PBR 8.0 （倍）

時　価　総　額 213,286 （単位：百万㌦） 税前配当利回り(%) 2.66 （ 直近年率 ）

235,959 （単位：億円） 配当成長率(%) 8.4 （ 過去1年間 ）

株価変化率（%） 16.5 （過去6ヶ月間） 20.4 （%）

51.7 （過去1年間） 株式ベータ 0.90 （ 対S&P500 ）

株主資本利益率(ROE)

株価データ 株価指標（バリュエーション）

03/28
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岡安証券

ビザ(V)

クレジットカード決済サービス世界最大手。現金から電子決済への移行による恩恵を享受

ニューヨーク 決済サービス

社 名 （テ ィ ッ カ ー） 上 場 市 場 セ ク タ ー

会 社 概 要

注 目 ポ イ ン ト

（会社資料等各種資料より岩井コスモ証券作成）

ｸﾚｼﾞｯﾄｶｰﾄﾞ決済ｻｰﾋﾞｽ世界最大手。200ｶ国・地域で認証ﾈｯﾄﾜｰｸ

「ﾋﾞｻﾞ・ﾈｯﾄ」を展開。ﾃﾞﾋﾞｯﾄｶｰﾄﾞやﾌﾟﾘﾍﾟｲﾄﾞｶｰﾄﾞ、ATM決済ｻｰﾋﾞｽも

手掛ける。ｶｰﾄﾞ総発行枚数は33.5億枚（18年9月末）。ｶｰﾄﾞの決済

ｻｰﾋﾞｽのみを行い、与信業務は銀行が行う仕組みであるため、事業

ﾘｽｸが比較的小さい。現金から電子決済への移行による恩恵を享

受。NYﾀﾞｳ工業株平均構成銘柄。

□18年10‐12月期は13%増収：18年10‐12月期は前年同期比13%

増収、純利益が同18%増益。収入の源泉となる総取引高は、主要

国である米国で同10%増と堅調な伸び、ｱｼﾞｱと欧州が同7%増と続

いた。為替変動を除く、19年9月通期成長率見通しは、営業収益で

前期比「10%台前半」、調整後1株利益で同「10%台半ば」の堅調な

伸びは据え置いている。

□ICｶｰﾄﾞ使用なら北米でｻｲﾝ不要に：18年4月以降、北米ではﾏｲｸ

ﾛﾁｯﾌﾟ搭載のｶｰﾄﾞで、対応する読取装置の支払時にはｻｲﾝが不要

となった。ｶｰﾄﾞ利用者の簡便性の向上と加盟店の負担軽減につな

がり、ｶｰﾄﾞ決済の一層の普及が見込まれる。 株 価 チ ャ ー ト （ 2015年以降・月足 ）

営業収益 前同比 営業利益 前同比 当期利益 前同比 1株利益 配当
（百万㌦） （%） （百万㌦） （%） （百万㌦） （%） （ﾄﾞﾙ） （ﾄﾞﾙ）

2017/09 18,358 22 12,144 54 6,699 12 2.80 0.660

2018/09 20,609 12 12,954 7 10,301 54 4.42 1.000

2018/Q1 4,862 ― 3,327 ― 2,522 ― 1.07 0.195

2019/Q1 5,506 13 3,717 12 2,977 18 1.30 0.250

通期業績

決算期

四半期業績

株　価（米ドル） 154.67 ( ) 実績PER 33.9 （倍）

52週高値（日付） 156.81 ( 19/03/15 ) 株価売上高比率 14.8 （倍）

52週安値（日付） 116.75 ( 18/04/04 ) PBR 10.9 （倍）

時　価　総　額 310,481 （単位：百万㌦） 税前配当利回り(%) 0.65 （ 直近年率 ）

343,485 （単位：億円） 配当成長率(%) 25.2 （ 過去1年間 ）

株価変化率（%） 3.1 （過去6ヶ月間） 38.0 （%）

29.3 （過去1年間） 株式ベータ 1.03 （ 対S&P500 ）

03/28

株主資本利益率(ROE)

株価データ 株価指標（バリュエーション）
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岡安証券

ペイパル・ホールディングス(PYPL)

オンライン決済サービス大手。安心、簡単、受渡し保証などを武器に勢力拡大中

ナスダック

社 名 （テ ィ ッ カ ー） 上 場 市 場 セ ク タ ー

会 社 概 要

注 目 ポ イ ン ト

98年創業の米ｵﾝﾗｲﾝ決済ｻｰﾋﾞｽ大手。02年にｲｰﾍﾞｲにより買収さ

れ、15年7月に分離･独立した。事前登録したｸﾚｼﾞｯﾄｶｰﾄﾞや銀行口

座を用いてﾈｯﾄで代金決済するｻｰﾋﾞｽ等を展開、決済の堅固な安

全性や利便性の高さが特徴。18年の取引処理件数は前年比27%

増の99億件。世界の100以上の通貨の支払いに対応。地域別売

上構成は米国が54%、米国外が46%（18年実績）。

□ﾓﾊﾞｲﾙ決済ｻｰﾋﾞｽの成長で勢力拡大： 18年10‐12月期の総決

済高は1,636億ﾄﾞﾙと為替変動を除く伸びで前年同期比25%成長を

達成、ﾓﾊﾞｲﾙ決済比率は41%を占めた。現在の売上の9割を占める

取引収入は、多くの加盟店を抱える「ﾍﾟｲﾊﾟﾙ」と「ﾌﾞﾚｲﾝﾂﾘｰ」での決

済から生じている。割り勘ｱﾌﾟﾘ「ﾍﾞﾝﾓ」は現状赤字で、将来の黒字

化が収益貢献の今後の期待材料に。

□2,100万の加盟店が同社を支える： 元親会社ｲｰﾍﾞｲ･ｻｲﾄ上での総

決済額に占める10‐12月期の貢献割合は10%にとどまり、ｲｰﾍﾞｲの

収益依存度は着実に低下。ｵﾝﾗｲﾝ小売業者中心に現在2,100万

の加盟店を抱えており、決済業界の中で存在感を高めている。

（会社資料等各種資料より岩井コスモ証券作成）

インターネットサービス

株 価 チ ャ ー ト （ 2015年以降・月足 ）

売上高 前同比 営業利益 前同比 当期利益 前同比 1株利益 配当
（百万㌦） （%） （百万㌦） （%） （百万㌦） （%） （ﾄﾞﾙ） （ﾄﾞﾙ）

2017/12 13,094 21 2,127 34 1,795 28 1.47 0.000

2018/12 15,451 18 2,194 3 2,057 15 1.71 0.000

2017/Q4 3,744 ― 843 ― 620 ― 0.50 0.000

2018/Q4 4,226 13 598 -29 584 -6 0.49 0.000

通期業績

決算期

四半期業績

株　価（米ドル） 103.86 ( ) 実績PER 53.0 （倍）

52週高値（日付） 104.56 ( 19/03/21 ) 株価売上高比率 8.0 （倍）

52週安値（日付） 70.22 ( 18/05/03 ) PBR 7.9 （倍）

時　価　総　額 121,850 （単位：百万㌦） 税前配当利回り(%) 無配 （ 直近年率 ）

134,802 （単位：億円） 配当成長率(%) ― （ 過去1年間 ）

株価変化率（%） 18.2 （過去6ヶ月間） 13.1 （%）

36.9 （過去1年間） 株式ベータ 1.20 （ 対S&P500 ）

株価データ 株価指標（バリュエーション）

株主資本利益率(ROE)

03/28
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岡安証券

シスコシステムズ(CSCO)

循環型ビジネスに転換を図るネットワーク機器世界最大手

ナスダック

社 名 （テ ィ ッ カ ー） 上 場 市 場 セ ク タ ー

会 社 概 要

注 目 ポ イ ン ト

ﾈｯﾄﾜｰｸ機器の世界最大手ﾒｰｶｰ。電子ﾒｰﾙの送信やﾈｯﾄでの商取

引に欠かせないｲﾝﾌﾗにあたる、ｽｲｯﾁやﾙｰﾀｰが主力製品であり、ｲ

ﾝﾀｰﾈｯﾄの中核ｲﾝﾌﾗを支えている。買収活動を通じてｹｰﾌﾞﾙTV用

接続機器ﾒｰｶｰや、大手TV会議ｼｽﾃﾑ会社を取得し、収益源は多

様化、手厚い株主還元を行っているﾊｲﾃｸ大手としても知られる。

本社はｶﾘﾌｫﾙﾆｱ州、従業員数は74,200名（18年7月時点)。

□実質7%成長、ﾈｯﾄﾜｰｸ製品販売の伸びる： 事業売却の影響を除

けば、19年第2四半期は新製品のｽｲｯﾁなどが好調で、前年同期

比7%増収を実現。今後5年間で世界のｲﾝﾀｰﾈｯﾄのﾃﾞｰﾀ量が3倍に

増えることが予想される中、次世代の超高速ﾈｯﾄﾜｰｸの機器の更新

需要が見込まれるとした。

□循環型（ﾘｶｰﾘﾝｸﾞ）ﾋﾞｼﾞﾈｽに転換中：ｼｽｺは中期的にﾈｯﾄﾜｰｸ機

器中心から安定的なｻｰﾋﾞｽ収入が得られるｿﾌﾄ企業へ転換を図っ

ており、19年度第2四半期はｿﾌﾄｳｪｱ収入のうち定期利用を示すｻ

ﾌﾞｽｸﾘﾌﾟｼｮﾝ収入が65%を占め、前年同期から10ﾎﾟｲﾝﾄ向上した。

（会社資料等各種資料より岩井コスモ証券作成）

ネットワーク機器

株 価 チ ャ ー ト （ 2015年以降・月足 ）

売上高 前同比 営業利益 前同比 当期利益 前同比 1株利益 配当
（百万㌦） （%） （百万㌦） （%） （百万㌦） （%） （ﾄﾞﾙ） （ﾄﾞﾙ）

2017/07 48,005 -3 11,973 -5 9,609 -11 1.90 1.10

2018/07 49,330 3 12,309 3 110 -99 0.02 1.24

2018/Q2 11,887 ― 3,073 ― -8,778 ― -1.78 0.29

2019/Q2 12,446 5 3,211 4 2,822 黒転 0.63 0.33

通期業績

決算期

四半期業績

株　価（米ドル） 53.36 ( ) 実績PER 20.8 （倍）

52週高値（日付） 54.22 ( 19/03/21 ) 株価売上高比率 4.9 （倍）

52週安値（日付） 40.19 ( 18/04/04 ) PBR 5.8 （倍）

時　価　総　額 234,892 （単位：百万㌦） 税前配当利回り(%) 2.62 （ 直近年率 ）

259,861 （単位：億円） 配当成長率(%) 13.8 （ 過去1年間 ）

株価変化率（%） 9.7 （過去6ヶ月間） 27.7 （%）

24.4 （過去1年間） 株式ベータ 1.11 （ 対S&P500 ）

株価データ 株価指標（バリュエーション）

株主資本利益率(ROE)

03/28



投資に関する最終決定は、ご自身の判断でなさいますようにお願い申し上げます。本資料に記載された意見や予測等は、資料作成時点の当社の判断で、今後、予告なしに変更
されることがあります。株式は値動きのある商品であるため、元本を保証するものではありません。 18

岡安証券

パロアルト・ネットワークス(PANW)

次世代ファイアウォール機器専業大手。インターネットセキュリティ関連の代表格

ニューヨーク ｲﾝﾀｰﾈｯﾄｾｷｭﾘﾃｨ

社 名 （テ ィ ッ カ ー） 上 場 市 場 セ ク タ ー

会 社 概 要

注 目 ポ イ ン ト

2005年設立の「次世代ﾌｧｲｱｳｫｰﾙ」機器の専業大手。高度なｿﾌﾄ

ｳｪｱが組み込まれた製品は、ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ・ｾｷｭﾘﾃｨ上の「ﾌｧｲｱｳｫｰ

ﾙ（防火壁）」となり、外部ﾈｯﾄﾜｰｸからの攻撃や不正なｱｸｾｽに対し

て自分達のﾈｯﾄﾜｰｸやｺﾝﾋﾟｭｰﾀを防御する役割を担う。次世代のﾌ

ｧｲｱｳｫｰﾙの特徴は、包括的なｾｷｭﾘﾃｨ対策を高速処理で行う点

にある。本社はｶﾘﾌｫﾙﾆｱ州ｻﾝﾀｸﾗﾗ。

□ｾｷｭﾘﾃｨ対策は企業のIT投資の最優先事項： 不正ｱｸｾｽによる個

人情報・顧客情報の流出により、米国ではﾄｯﾌﾟが引責辞任する等、

各社対策強化に追われている。同社は専業の強みを活かしてﾈｯﾄ

ﾜｰｸ機器大手からｼｪｱを奪いながら急成長。全世界で6万団体超

の顧客を抱え、日本ではｲﾝﾀｰﾈｯﾄｲﾆｼｱﾃｨﾌﾞ、東京大学、ｻｲﾊﾞｰ

ｴｰｼﾞｪﾝﾄ、KDDI等に導入実績あり。

□ｸﾗｳﾄﾞｾｷｭﾘﾃｨｻｰﾋﾞｽ強化： 顧客のｸﾗｳﾄﾞ利用増加に伴い、ｱﾏ

ｿﾞﾝのAWSやﾏｲｸﾛｿﾌﾄのｵﾌｨｽ365等のｸﾗｳﾄﾞ・ｺﾝﾋﾟｭｰﾃｨﾝｸﾞ環境

のｾｷｭﾘﾃｨｻｰﾋﾞｽを拡充。新規顧客の獲得と同時に、既存顧客

からの収入拡大も続いている。

（会社資料等各種資料より岩井コスモ証券作成）

株 価 チ ャ ー ト （ 2015年以降・月足 ）

売上高 前同比 営業利益 前同比 当期利益 前同比 1株利益 配当
（百万㌦） （%） （百万㌦） （%） （百万㌦） （%） （ﾄﾞﾙ） （ﾄﾞﾙ）

2017/07 1,762 28 -180 赤継 -217 赤継 -2.39 0.00

2018/07 2,273 29 -129 赤継 -148 赤継 -1.61 0.00

2018/Q2 546 ― -23 ― -26 ― -0.28 0.00

2019/Q2 711 31 7 黒転 -3 赤継 -0.03 0.00

通期業績

決算期

四半期業績

株　価（米ドル） 238.39 ( ) 実績PER N/A （倍）

52週高値（日付） 260.5 ( 19/02/27 ) 株価売上高比率 8.6 （倍）

52週安値（日付） 160.08 ( 18/11/20 ) PBR 20.8 （倍）

時　価　総　額 22,345 （単位：百万㌦） 税前配当利回り(%) 無配 （ 直近年率 ）

24,720 （単位：億円） 配当成長率(%) ― （ 過去1年間 ）

株価変化率（%） 5.8 （過去6ヶ月間） -10.3 （%）

31.3 （過去1年間） 株式ベータ 0.84 （ 対S&P500 ）

03/28

株主資本利益率(ROE)

株価データ 株価指標（バリュエーション）
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岡安証券

ロッキード･マーティン(LMT)

防衛元請の世界最大手。海外向け輸出の増加期待

ニューヨーク 防衛元請

社 名 （テ ィ ッ カ ー） 上 場 市 場 セ ク タ ー

会 社 概 要

注 目 ポ イ ン ト

世界最大の防衛元請企業。戦闘機が主力の「航空」部門、衛星や

宇宙船を手掛ける「宇宙ｼｽﾃﾑ」、「情報ｼｽﾃﾑ」、「ﾐｻｲﾙ･火器」、

戦艦やﾍﾘ搭載の武器やﾚｰﾀﾞｰを製造する「ﾐｯｼｮﾝ･ｼｽﾃﾑ」の5つの

部門からなる。15年11月にﾍﾘ製造のｼｺﾙｽｷｰを買収、16年8月に

「情報ｼｽﾃﾑ」を分離。18年売上高構成の70%が米政府向け、外

国政府向けを含む海外が28%、米民間向け・その他は2%。

□次期主力戦闘機の量産化による成長期待： 米･英･日で次期主力

戦闘機となる「F-35ﾗｲﾄﾆﾝｸﾞⅡ」の主契約企業として量産化が進

み、17年の「F-35」事業関連の売上高は全体の25%を占めたが、さ

らなる航空部門の拡大が期待される。18年度の「F-35」納入数は

前期比を38%増の91機となり、目標の90機以上を達成。18年末時

点の全受注残高は過去最高の1,305億ﾄﾞﾙを記録した。

□米防衛予算増額の恩恵享受、今期も堅調見通し： 国防費支出の

伸びも想定して今19年の増収率を＋4～6%と見込み、本業の稼ぎ

を示す営業ｷｬｯｼｭﾌﾛｰを18年比倍増の74億ﾄﾞﾙ以上と提示。

（会社資料等各種資料より岩井コスモ証券作成）

株 価 チ ャ ー ト （ 2015年以降・月足 ）

売上高 前同比 営業利益 前同比 当期利益 前同比 1株利益 配当
（百万㌦） （%） （百万㌦） （%） （百万㌦） （%） （ﾄﾞﾙ） （ﾄﾞﾙ）

2017/12 49,960 ― 6,744 ― 1,963 ― 6.75 7.46

2018/12 53,762 5 7,334 24 5,046 152 17.59 8.40

2017/Q4 13,844 ― 1,949 ― -744 ― -2.60 2.00

2018/Q4 14,411 4 1,851 -5 1,253 黒転 4.39 2.20

通期業績

決算期

四半期業績

株　価（米ドル） 295.6 ( ) 実績PER 16.3 （倍）

52週高値（日付） 361.93 ( 18/04/24 ) 株価売上高比率 1.6 （倍）

52週安値（日付） 241.2 ( 18/12/26 ) PBR 59.6 （倍）

時　価　総　額 83,598 （単位：百万㌦） 税前配当利回り(%) 2.98 （ 直近年率 ）

92,484 （単位：億円） 配当成長率(%) 9.9 （ 過去1年間 ）

株価変化率（%） -14.6 （過去6ヶ月間） － （%）

-12.5 （過去1年間） 株式ベータ 0.86 （ 対S&P500 ）

株価データ 株価指標（バリュエーション）

株主資本利益率(ROE)

03/28



投資に関する最終決定は、ご自身の判断でなさいますようにお願い申し上げます。本資料に記載された意見や予測等は、資料作成時点の当社の判断で、今後、予告なしに変更
されることがあります。株式は値動きのある商品であるため、元本を保証するものではありません。 20

岡安証券

ユニオン・パシフィック(UNP)

米国の鉄道貨物輸送最大手。精密スケジュール運行で経営改革を実行中

ニューヨーク 鉄道貨物

社 名 （テ ィ ッ カ ー） 上 場 市 場 セ ク タ ー

会 社 概 要

注 目 ポ イ ン ト

米国最大規模の鉄道貨物輸送会社。同社のﾈｯﾄﾜｰｸは米国の西

部から中部の多くを網羅。運行する鉄道機関車は8,274台、ﾈｯﾄﾜｰ

ｸは32,236ﾏｲﾙ（約51,900km）に及ぶ（18年末時点）。2018年度

の貨物輸送収入の品目別構成比は、農産物21%、ｴﾈﾙｷﾞｰ製品

（石油･原油･石炭等）が22%、工業製品27%、ｺﾝﾃﾅ貨物（自動車

含む）31%。ﾆｭｰﾖｰｸ・ﾀﾞｳ輸送株平均の構成銘柄。

□精密ｽｹｼﾞｭｰﾙ運行で経営改革を実行中：18年9月発表の中期

事業計画「精密ｽｹｼﾞｭｰﾙ運行ﾌﾟﾗﾝ」では精緻な乗組員配置や運

行ﾀﾞｲﾔ、1両毎の車両管理を行うことで、あらゆる無駄を削減する

予定。20年までのｺｽﾄ管理の目安となる「営業費用の対売上高比

率」を60%未満に抑制する目標を掲げる。

□積極的な株主還元：18年度の株主還元増額は前期比75%増の

105億ﾄﾞﾙ、内訳は配当支払いが23億ﾄﾞﾙ（年間2度の10%増配）、

自社株買いが82億ドル（前期比倍増）と積極的。19年の輸送量の

伸びは前期比「1桁前半の増加」と米経済に沿った伸びを見込む。 株 価 チ ャ ー ト （ 2013年以降・月足 ）

（会社資料等各種資料より岩井コスモ証券作成）

売上高 前同比 営業利益 前同比 当期利益 前同比 1株利益 配当
（百万㌦） （%） （百万㌦） （%） （百万㌦） （%） （ﾄﾞﾙ） （ﾄﾞﾙ）

2017/12 21,240 7 8,106 12 10,712 153 13.36 2.480

2018/12 22,832 7 8,517 5 5,966 -44 7.91 3.060

2017/Q4 5,450 ― 2,247 ― 7,278 ― 9.25 0.665

2018/Q4 5,757 6 2,210 -2 1,554 -79 2.12 0.800

通期業績

決算期

四半期業績

株　価（米ドル） 165.2 ( ) 実績PER 20.7 （倍）

52週高値（日付） 172.42 ( 19/02/19 ) 株価売上高比率 5.4 （倍）

52週安値（日付） 126.43 ( 18/04/26 ) PBR 5.9 （倍）

時　価　総　額 119,419 （単位：百万㌦） 税前配当利回り(%) 2.13 （ 直近年率 ）

132,114 （単位：億円） 配当成長率(%) 23.2 （ 過去1年間 ）

株価変化率（%） 1.5 （過去6ヶ月間） 26.4 （%）

22.9 （過去1年間） 株式ベータ 1.04 （ 対S&P500 ）

株価データ 株価指標（バリュエーション）

株主資本利益率(ROE)

03/28



投資に関する最終決定は、ご自身の判断でなさいますようにお願い申し上げます。本資料に記載された意見や予測等は、資料作成時点の当社の判断で、今後、予告なしに変更
されることがあります。株式は値動きのある商品であるため、元本を保証するものではありません。 21

岡安証券

ゼネラル・モーターズ(GM)

米自動車大手。ＥＶ（電気）と自動運転シフトで新事業モデルを模索

ニューヨーク 自動車

社 名 （テ ィ ッ カ ー） 上 場 市 場 セ ク タ ー

会 社 概 要

注 目 ポ イ ン ト

（会社資料等各種資料より岩井コスモ証券作成）

ｱﾒﾘｶを代表する大手自動車ﾒｰｶｰ。世界販売台数（17年）では首

位の独ＶＷ、2位のﾙﾉｰ・日産・三菱自動車連合、3位のﾄﾖﾀ自動車

に次ぐ第4位。09年に旧ＧＭ破綻後、10年11月に新会社として上

場。13年末に米政府保有の全ＧＭ株が放出され、経営の自由度が

高まり、14年3月から現金配当を開始。「ｷｬﾃﾞﾗｯｸ」、「ｼﾎﾞﾚｰ」など

多数の有名ﾌﾞﾗﾝﾄﾞを抱え、世界中で事業を展開。

□自動運転車の開発でﾎﾝﾀﾞと提携： ﾎﾝﾀﾞと自動運転車の開発で

提携すると18年10月に発表。ﾎﾝﾀﾞが同社の自動運転車部門「ＧＭ

ｸﾙｰｽﾞ」に出資と投資で計27.5億ﾄﾞﾙの資金を投じる。「ＧＭｸﾙｰｽﾞ」

にはｿﾌﾄﾊﾞﾝｸＧの投資ﾌｧﾝﾄﾞも出資を表明しており、期待の高さが

伺える。ＧＭは配車ｻｰﾋﾞｽ大手「ﾘﾌﾄ」社にも出資しており、自動運転

を巡る覇権争いで、他の自動車大手を一歩ﾘｰﾄﾞする。

□大型ﾘｽﾄﾗ発表。ＥＶと自動運転ｼﾌﾄを鮮明に：18年11月に大規

模なﾘｽﾄﾗ策を発表。全世界で人員を削減する他、既存工場への

新規投資を中止。一方で電動化と自動運転技術の開発に資源を

集中させ、ＥＶ・自動運転ﾋﾞｼﾞﾈｽへのｼﾌﾄを鮮明にする。 株 価 チ ャ ー ト （ 2015年以降・月足 ）

売上高 前同比 営業利益 前同比 当期利益 前同比 1株利益 配当
（百万㌦） （%） （百万㌦） （%） （百万㌦） （%） （ﾄﾞﾙ） （ﾄﾞﾙ）

2017/12 145,588 -2 8,661 -0 -3,880 赤転 -2.60 1.52

2018/12 147,049 1 4,445 -49 7,916 黒転 5.53 1.52

2017/Q4 37,715 ― 2,205 ― -5,165 ― -3.65 0.38

2018/Q4 38,399 2 829 -62 2,006 黒転 1.40 0.38

通期業績

決算期

四半期業績

株　価（米ドル） 37.06 ( ) 実績PER 5.0 （倍）

52週高値（日付） 44.99 ( 18/06/15 ) 株価売上高比率 0.4 （倍）

52週安値（日付） 30.56 ( 18/10/24 ) PBR 1.3 （倍）

時　価　総　額 52,235 （単位：百万㌦） 税前配当利回り(%) 4.10 （ 直近年率 ）

57,788 （単位：億円） 配当成長率(%) 0.0 （ 過去1年間 ）

株価変化率（%） 10.1 （過去6ヶ月間） 21.4 （%）

2.0 （過去1年間） 株式ベータ 0.97 （ 対S&P500 ）

株主資本利益率(ROE)

株価データ 株価指標（バリュエーション）

03/28



投資に関する最終決定は、ご自身の判断でなさいますようにお願い申し上げます。本資料に記載された意見や予測等は、資料作成時点の当社の判断で、今後、予告なしに変更
されることがあります。株式は値動きのある商品であるため、元本を保証するものではありません。 22

岡安証券

テスラ (TSLA)

従来の概念を覆した電気自動車メーカー

ナスダック 自動車

社 名 （テ ィ ッ カ ー） 上 場 市 場 セ ク タ ー

会 社 概 要

注 目 ポ イ ン ト

2003年設立の電気自動車ﾒｰｶｰ。ﾊﾟﾅｿﾆｯｸとは巨大電池工場の

共同運営を通じ提携関係。08年にｽﾎﾟｰﾂｶｰ「ﾛｰﾄﾞｽﾀｰ」、12年に

ｾﾀﾞﾝ型「ﾓﾃﾞﾙS」、15年にSUVの「ﾓﾃﾞﾙX」を投入。長い航続距離･

加速性能･優れたﾃﾞｻﾞｲﾝで高級ﾌﾞﾗﾝﾄﾞｶｰの地位を確立。初期出資

者で現CEOのｲｰﾛﾝ・ﾏｽｸ氏は決済ｻｰﾋﾞｽ「ﾍﾟｲﾊﾟﾙ」創業者として

成功、宇宙ﾋﾞｼﾞﾈｽの「ｽﾍﾟｰｽX」にも経営参画するｶﾘｽﾏ経営者。

□「ﾓﾃﾞﾙY」初披露： 同社は3月に「ﾓﾃﾞﾙY」を初披露した。世界最

大のEV市場である中国の攻略を狙った戦略車。上海で建設中の新

工場でも量産する計画だ。ﾃｽﾗの18年の中国販売は約2万台で、

世界販売の1割弱。米国依存を脱却し、中国攻略を目指す。

□米国で「ﾓﾃﾞﾙ3」を値引き： 米国でｴｺｶｰ普及の税額控除が段階

的に縮小され19年1月に全車種一律2千ﾄﾞﾙの値引きを実施。1月

半ばに従業員の約7%を削減することを公表。19年の営業費用の伸

びは前期比で10%未満に抑える計画。19年のEV納入は36～40万

台（前期24.5万台）の見込み。EV市場での高いｼｪｱ維持と収益性

保持が今後の課題となる。

（会社資料等各種資料より岩井コスモ証券作成）

株 価 チ ャ ー ト （ 2015年以降・月足 ）

売上高 前同比 営業利益 前同比 当期利益 前同比 1株利益 配当
（百万㌦） （%） （百万㌦） （%） （百万㌦） （%） （ﾄﾞﾙ） （ﾄﾞﾙ）

2017/12 11,759 68 -1,632 赤継 -1,961 赤継 -11.83 0.00

2018/12 21,461 83 -388 赤継 -976 赤継 -5.72 0.00

2017/Q4 3,288 ― -598 ― -675 ― -4.01 0.00

2018/Q4 7,226 120 414 黒転 139 黒転 0.78 0.00

通期業績

決算期

四半期業績

株　価（米ドル） 278.62 ( ) 実績PER N/A （倍）

52週高値（日付） 387.31 ( 18/08/07 ) 株価売上高比率 2.2 （倍）

52週安値（日付） 244.6 ( 18/04/02 ) PBR 9.8 （倍）

時　価　総　額 48,124 （単位：百万㌦） 税前配当利回り(%) 無配 （ 直近年率 ）

53,239 （単位：億円） 配当成長率(%) ― （ 過去1年間 ）

株価変化率（%） 5.2 （過去6ヶ月間） -21.3 （%）

4.7 （過去1年間） 株式ベータ 0.76 （ 対S&P500 ）

03/28

株主資本利益率(ROE)

株価データ 株価指標（バリュエーション）



株式投資に関するご留意事項

◆手数料等について

■国内株式
・国内株式の売買には、約定代金に対して最大１．２４２％（税込）の委託手数料が必要となります。
※委託手数料が２，７００円に満たない場合は２，７００円

■外国株式
・国内取次手数料

・現地諸費用：外国取引にかかる現地諸費用の額は、その時々の市場状況、現地情勢等に応じて決定されますので、本書上でその金額等をあらかじめ記載
することはできません。

・「外国証券取引口座」を開設されていない場合は、口座開設が必要となります。
■新規公開株式
・新規公開株式を購入される場合は、購入対価のみをお支払いいただきます。

◆主なリスクについて

当社が取扱う商品等は、上記リスク等により損失が生じるおそれがあります。商品ごとに手数料等およびリスクは異なりますので、当該商品の契約締結前
交付書面、目論見書、お客様向け資料等をお読みください。

本資料の情報の一部は、岩井コスモ証券株式会社より取得しております。

約定代金が５．０万円以下の場合 約定代金の１６．２０％（税込）

約定代金が５．０万円超５０万円以下の場合 ８，１００円（税込）

約定代金が５０万円超の場合 最大で約定代金の１．０８％ ＋ ２，７００円（税込）

株価変動リスク 政治・経済、社会情勢等の変化により、株式相場等が変動し損失を被るおそれがあります。

新規公開株式にかかるリスク
新規公開株式は、国内外の事業会社が発行する株式であり、金融商品取引所への上場後は、株式相場の変動や当
該事業会社等の信用状況に対応して価格が変動すること等により、損失が生じるおそれがあります。

信用リスク
有価証券等の発行者の信用・財務状況などの変化等により、価格等が下落したり、投資元本を回収できなくなっ
たりすることで、損失を被るおそれがあります。

流動性リスク 流動性の悪化または流通市場の混乱により、損失を被るおそれがあります。

為替変動リスク 外国為替相場の変動等により、受取金額が増減し損失を被るおそれがあります。

※信用取引を行う場合は、委託保証金を担保として差し入れていただきます。委託保証金は、売買代金の３０％以上で、かつ１００万円以上が必要です。
また、信用取引を行う場合は、対象となる株式等または指標等の価格変動により損失の額がお客様の差し入れた委託保証金の額を上回るおそれ（元本
超過損リスク）があります。

商号等：岡安証券株式会社 金融商品取引業者 近畿財務局長(金商)第８号 加入協会：日本証券業協会


